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海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
応
や
こ
れ
ま
で

の
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。
特
別
展
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

来
た
る
べ
き
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示

室
（
新
蔵
キ
ャ
ン
パ
ス
日
亜
会
館
１
階
／
徳

島
市
新
蔵
町
２
丁
目
２
４
番
地
）
は
、
平
日

９
時
か
ら
17
時
ま
で
開
室
し
て
い
ま
す
。

見
学
は
無
料
で
す
が
、
駐
車
場
が
な
い

た
め
来
場
時
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

徳
島
大
学
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
は
徳

島
城
・
城
山
の
北
東
に
位
置
し
、
江
戸

時
代
に
は
武
家
屋
敷
地
の
一
角
を
な
し

て
い
ま
し
た
。
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

に
始
ま
っ
た
徳
島
大
学
埋
蔵
文
化
財
調

査
室
に
よ
る
常
三
島
地
区
の
発
掘
は
こ

れ
ま
で
21
次
に
及
び
、
と
り
わ
け
徳
島

藩
水
軍
の
拠
点
「
安
宅
」（
古
安
宅
）
の

素
掘
り
舟
入
状
遺
構
や
武
家
屋
敷
地
の

境
界
を
示
す
溝
、
徳
島
藩
の
正
月
年
頭

礼
に
用
い
ら
れ
た「
し
め
な
わ
文
茶
碗
」

の
発
見
は
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
第
21
回

特
別
展
「
徳
島
大
学
の
至
宝
―
４　

常

三
島
遺
跡
の
出
土
品
」
で
は
、
こ
う
し

た
発
掘
成
果
を
パ
ネ
ル
と
出
土
遺
物
の

展
示
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
展
示
を
通

じ
て
、
城
下
町
徳
島
の
往
時
の
様
子
を

想
い
描
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
、

徳
島
市
三
谷
遺
跡
の
発
掘
調
査
概
要
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
22
回
特
別
展
は
徳
島
大
学
環
境
防

災
研
究
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
に
、

「
徳
島
大
学
の
防
災
」
と
題
し
て
、
南

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
本
学
へ

入
学
を
希
望
す
る
方
並
び
に
そ
の
保
護

者
の
皆
様
を
対
象
に
、
大
学
の
入
試
制

度
や
学
部
概
要
、
学
生
生
活
に
つ
い
て

ご
説
明
す
る
と
同
時
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス

と
教
育
・
研
究
施
設
を
公
開
し
、
模
擬

授
業
な
ど
で
大
学
を
直
に
体
験
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
8
月
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
部
で
は
、
教
員
が
模
擬
授
業
・

実
習
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
在
学
生
が

学
内
施
設
を
案
内
し
た
り
、
体
験
談
を

紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
、
多
く
の
企
画

で
参
加
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
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第     

回 

特
別
展

﹁
徳
島
大
学
の
至
宝
︱
４ 

常
三
島
遺
跡
の
出
土
品
﹂

平
成
29
年
7
月
12
日（
水
）～
10
月
30
日（
月
）

第     

回 

特
別
展

﹁
徳
島
大
学
の
防
災
﹂

平
成
29
年
12
月
初
旬
～
平
成
30
年
2
月
末
日

2122

た
。

　

J
R
桑
野
駅
か
ら
徳
島
大
学
へ
の
30

㎞
の
道
の
り
を
歩
く
貫
歩
企
画
は
、
5

月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、

約
50
名
の
参
加
者
は
友
人
と
励
ま
し
合

い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
無
事
に
歩
き

き
り
ま
し
た
。 

5
月
21
日
～
7
月
9
日

第
68
回
四
国
地
区
大
学
総
合
体
育
大
会

を
開
催

　

四
国
地
区
大
学
総
合
体
育
大
会
は
、

四
国
内
の
大
学
体
育
系
サ
ー
ク
ル
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
競
う
こ

と
で
技
術
を
高
め
合
い
、
大
学
同
士
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
第
68
回
を
迎
え
た
今

大
会
は
本
学
が
当
番
校
で
あ
っ
た
た
め
、

徳
島
県
内
20
箇
所
の
会
場
と
香
川
県
1

基
に
、
参
加
者
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
、
面
白
い
体
験
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
た

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

「
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
徳

島
」
は
今
回
で
21
回
目
を
迎
え
、
未
来

の
徳
大
生
に
、
徳
島
大
学
を
知
り
、
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
意
味
で
も
大
切

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
が
、
多
く
の
参
加
者
の

皆
様
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
、
科
学

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

８
月
2
日
～
21
日

徳
島
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催

　

徳
島
大
学
各
学
部
に
お
い
て
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

5
月
27
日・
28
日

2
0
1
7
年
度
五
月
祭
を
開
催

　

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

2
0
1
7
年
度
五
月
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
五
月
祭
は
、
こ
の
春
に
徳
島
大
学

に
入
学
し
た
新
入
生
を
歓
迎
し
、
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
2
0
1
7
年
度
五
月
祭
の
テ
ー

マ
は
「
楽
し
い
事
が
ま
け
ま
け
い
っ
ぱ

い
」
で
す
。
五
月
祭
で
、
徳
島
の
い
い

と
こ
、
徳
島
大
学
の
い
い
と
こ
、
五
月

祭
の
い
い
と
こ
を 

“
ま
け
ま
け
い
っ

ぱ
い
”
（
と
て
も
た
く
さ
ん
）
新
入
生
に

伝
え
た
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

5
月
27
日
は
、
朝
か
ら
ス
テ
ー
ジ
企

画
、
教
室
企
画
等
が
始
ま
り
、
多
く
の

模
擬
店
も
出
店
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

企
画
で
は
、
新
一
年
生
を
対
象
と
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
華
麗
な

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
に
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

模
擬
店
を
出
店
し
た
学
生
た
ち
は
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
焼
き
そ
ば
や
焼
き

鳥
作
り
に
奮
闘
し
な
が
ら
、
仲
間
と
協

力
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
様
子
で
し

箇
所
、
愛
媛
県
2
箇
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
も
競
技
が
集
中
し
た
7
月
8
日
、

9
日
の
2
日
間
は
、
天
候
が
不
安
定
な

中
、
多
く
の
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手

た
ち
は
力
を
尽
く
し
、
互
い
の
絆
を
深

め
た
様
子
で
し
た
。 　

   

8
月
5
日
・
6
日

第
21
回
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 
徳
島
を
開
催

　

徳
島
大
学
理
工
学
部
に
お
い
て
「
第

21
回
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

徳
島
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実

際
に
科
学
実
験
等
に
参
加
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
科
学
の
楽
し
さ
や
不
思
議
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

地
域
に
お
い
て
も
夏
休
み
期
間
中
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場

に
は
、
2
日
間
で
延
べ
9
0
0
0
人
の

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
ブ
ー
ス
で
は
、
科
学
的
な
知
識
を
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